
学校番号 １００２ 

令和３年度  看護科 

 

教科 看護 科目 

基礎看護 

（基礎看護－

１） 

単位数 
２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 基礎看護（教育出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では看護の意義と役割、基礎的な知識及び技術を学習する。 

・各自ノートを用意すること。 

・実習後には毎回実習レポートを書いて提出する。 

・実習で使用する必要な物品を毎回各自持参する。消耗品をまとめて購入する際に実習費を徴収

することもある。 

 

２ 学習の到達目標 

・看護の意義と役割を理解し、看護に関する基礎的な知識と技術を修得する。 

・現代医療における現状や課題について考え、看護を適切に行う態度を養う。 

・知識と技術の根拠を大事にするとともに、考えながら行動できる力を養う。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

看護の意義と役割、

看護技術について関

心を持ち、看護の改

善・向上を目指して

意欲的に取り組むと

ともに、現代医療に

おける様々な課題に

ついて追求しようと

する。 

看護の意義と役割、

看護技術について考

えを深め、基礎的・基

本的な知識と技術を

活用して看護活動を

適切に判断し、創意

工夫する力を身につ

けている。 

看護の基礎的・基本

的な技術を身につ

け、実際に看護を行

うにあたり合理的に

計画し、適切に処理

するとともに、その

成果をわかりやすく

表現する。 

基礎看護に関する

基礎的・基本的な知

識を身につけ、看護

の意義や役割及び

根拠を理解してい

る。 

評
価
方
法 

実技テスト 

実習レポート 

定期考査 

実習レポート 

実技テスト 

実習レポート 

定期考査 

小テスト 

実習レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

看
護
の
意
義
と
役
割 

日
常
生
活
と
看
護 

・看護の意義 

・ベッドメイキング 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:看護の意義やベッドメイキ

ングに関する知識や根拠を深

めようとしている。人間の健康

と環境との関連について関心

をもつ。 

b:看護の意義について考察す

る。患者の状態に応じた病床環

境を判断し、工夫できる。 

c:患者の状態に応じた病床環

境をつくることができる。 

d:看護の意義と変遷について

基礎的な知識を身に着け、専門

職としての看護の役割を理解

する。対象の状態に応じた病床

環境の意義を理解している。 

実習レポート 

５
月 

看
護
の
役
割
と
意
義 

日
常
生
活
と
看
護 

・シーツ交換 

・体位変換 

・寝衣交換（浴衣） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:シーツや寝衣交換の意義や

役割について関心を深め、より

よい環境を整えようとする態

度を身につける。 

b:シーツや寝衣交換を、対象の

状況に応じて方法を判断し、工

夫することができる。 

c:安全と安楽に配慮しながら

援助をおこなうことができる。 

d:対象の状態に応じたシーツ

や寝衣交換の必要性や根拠を

理解している。 

小テスト 

実技テスト 

実習レポート 

６
月 

看
護
の
役
割
と
意
義 

日
常
生
活
と
看
護 

・清潔の援助の目的と方法 

・手浴、足浴 

・洗髪（ケリーパッド） 

・清拭 

・看護の歴史 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:対象の状態に応じた清潔の

援助の技術習得に関して意欲

的に取り組む。 

b:安全と安楽に配慮し、対象の

状態に応じた清潔の援助の方

法を判断することができる。 

c:清潔の援助に関する技術の

科学的根拠や原則を踏まえて

援助を行ことができる。 

d:援助の方法や必要性、科学的

根拠を理解している。 

定期考査 

実習レポート 



７
月 

日
常
生
活
と
看
護 

・清拭 

・シャワー浴、機械浴 

・洗髪（洗髪車、洗髪台） 

・罨法 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:対象の状態に応じた清潔の

援助の技術習得に関して意欲

的に取り組む。 

b:安全と安楽に配慮し、対象の

状態に応じた清潔の援助の方

法を判断することができる。 

c:清潔の援助に関する技術の

科学的根拠や原則を踏まえて

援助を行うことができる。 

d:援助の方法や必要性、科学的

根拠を理解している。 

実習レポート 

９
月 

看
護
の
役
割
と
意
義 

日
常
生
活
と
看
護 

・周産期の母子の身体 

・沐浴 

・看護の法律と倫理 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:看護の法的責任と任務及び

職業倫理について関心をもっ

ている。妊婦・褥婦・新生児の

身体の変化と適切な援助につ

いて関心をもつ。 

b:現代の医療における生命倫

理の問題について思考を深め

ることができる。安全と安楽に

配慮した沐浴方法を判断でき

る。 

c:安全と安楽に配慮して沐浴

を実践できる。 

d:沐浴の方法や必要性、看護の

法的責任や任務、患者の生活の

質を重視した看護の必要性を

理解している。 

定期考査 

実習レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


